








2歴史・文化・学問の
まちづくり
左京区は豊かな歴史と多彩
な文化が息づくとともに，
多くの大学が集まる学問の
まちです。
この魅力を更に高めるまち
づくりを進めます。

目標その２

2011

2021

　左京区は，区内の至るところに，悠久の歴史や文化が息
づいています。世界遺産である賀

か

茂
も

御
みお や

祖神社（下鴨神社）
と慈

じ

照
しょう

寺（銀閣寺）をはじめとして，南禅寺，平安神宮，
鞍馬寺，三千院など著名な社寺，我が国有数の文化財が点
在するほか，近代化を牽引した琵琶湖疏水とインクライン，
疏水の水を引き入れた庭園群，桜並木で彩られホタルが飛
び交う疏水分流など，身近なところで区民それぞれに愛さ
れる景観があり，保勝会をはじめとする地域の方々の美化
活動等によって守られています。左京区に住む子どもたち
が，これらの歴史・文化を日々の暮らしや，学校等と地域
の連携の中で学んでいく必要があります。
　また，まちの環境が大きく変わっていく中で，歴史資源・
文化財・景観を守り育てていかなければなりません。変わ
らないものと変わっていくものが共存できるまちを目指す
ことが重要です。

歴史資源・
文化財

歴史や文化を
気軽に学び，楽しみ，
多彩な交流を
育む左京

10年後のすがた
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左京区の歴史や文化を
学びましょう。

歴史や文化を学ぶ
仕組みをつくりましょう。

文化財の保全・活用を
進めます。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

豊かな伝統と歴史を誇る左京区の魅力を学び，次世代へと
継承していきましょう。
自然と歴史が融合した文化の良さや日常的な文化的景観を
再認識し，守っていきましょう。

地域の歴史や文化，古くから伝承されてきた生活習慣に
ついて，地域と学校，大学等の連携により，区民が気軽
に学ぶことのできる仕組みづくりを進めましょう。

貴重な文化財の調査を行い，保全・活用を進めます。

歴史や文化についての情報を発信し，魅力を伝えます。

区内の歴史・文化・古くから伝わる風習等に親しみ，広げ伝える区民向け講座
の開催

文化財の調査，記録，保護，活用や防火の推進

歴史的建造物の保存や活用に向けた文化財マネージャーの養成

地域の文化財を生かしたまちづくりへの支援と情報発信の強化

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例
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左
京
区
内
の
主
な
伝
統
行
事

　左京区には，昔ながらの形で保存・継承されてきた伝統行事が数
多くあり，国の重要無形民俗文化財である久多花笠踊をはじめ，京
都市登録無形民俗文化財の約半数を占める23件が区内に集中して
います。これらの伝統行事を支えている保存会では，行事を受け継
ぐ次世代の育成が課題となっています。
　地域の身近な祭礼でも，子どもたちが参加せずに廃れていく例が
あります。逆に，新しく左京区に来た方は，地域の行事とのかかわ
り方が分からないでいる場合もあります。
　大学や小学校との連携も視野に入れ，子どもが地域の行事に参加
できるような仕組みづくりが必要となっています。併せて，新しい
住民の方に伝統行事への参加を呼びかけていくことが重要です。

伝統行事

北白川
高盛御供
10月第１
日曜日
北白川天神宮

木野
愛宕神社の
烏帽子着
　10/23　　
木野愛宕神社
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伝統行事を
守り伝えましょう。

小学校等との連携により，
伝統行事を継承しましょう。

伝統行事に関する
情報交換を支援します。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

区内の多くの伝統行事の魅力や大切さを再発見，再認識し，
守り伝えましょう。
若い世代や子どもに伝統行事を伝えるとともに，行事への
参加を呼びかけましょう。

子どもたちが地域の文化や伝統行事を学ぶ機会をつくりま
しょう。
伝統行事の保存・継承の課題解決に向けた取組を進めま
しょう。

伝統行事を担う人のネットワークにより，地域間の交流や
必要な資材等に関する情報交換を支援します。

伝統行事の魅力や課題等の広報を展開します。

伝統行事に使われる資材等の確保や後継者の育成など伝統行事の保存継承への
支援

学校や大学で伝統行事に触れる機会づくり

伝統行事の保存会等のネットワークによる情報交換

ホームページ等を通じた観光客向け情報の充実

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例

伝統行事
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　左京区には，豊かな自然，美しい景観，歴史ある神
社仏閣など，誇るべき観光資源が数多くあります。慈

じ

照
しょう

寺
じ

（銀閣寺），南禅寺，鞍馬・貴船，平安神宮，大
原などは，市内でも有数の観光地で，多数の観光客が
訪れます。これらの自然や文化などに触れるために，
多くの人が国内外から左京区に来て，その自然や文化
などを学んで帰ります。そのような観光客に対して，
迎え入れる区民は歴史や文化をよく知ったうえでもて
なせば，観光客の満足度は更に上がるものと思われま
す。その点で左京区では，観光を単なる産業として択
えるのではなく，地域住民の暮らしとの調和を図りな
がら，地域の文化として区民で支えていくことが重要
です。

観　光

久多宮の
町松上げ
　８/23　
久多宮の町

久多
山の神・お弓
　１/３　
志古淵神社

左
京
区
内
の
主
な
伝
統
行
事
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観光客に左京区の
文化を伝えましょう。

自然を生かした観光の
仕組みづくりを進めましょう。

地域の魅力を生かした
観光を支援します。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

左京区の文化を理解し，地域の文化を発信しましょう。

国内外からの観光客をおもてなしの心で温かく迎えま
しょう。

農林業や食文化の体験，風景観賞など，自然を生かした
観光の仕組みづくりを進め，北部地域と中南部地域の交流
を図りましょう。

観光客によるごみの散乱等を防ぎ，自然や文化をゆっ
くり味わうことのできる観光を目指し，地域の魅力
づくりを支援します。

自然，農林業，文化，知恵などを五感で体験する“ほんまもの”とふれあう観
光の推進

大原・静原・貴船・鞍馬，一乗寺周辺，京都大学周辺，哲学の道，岡崎周辺，
かもがわ遊歩道をはじめとするゾーン別観光の支援

M
マ イ ス

ICE
※

の誘致に向けた国立京都国際会館の拡充や岡崎地域の機能強化

多言語による観光情報の発信や観光案内標識の充実

環境にやさしい歩く観光の推進
※MICE：企業の会議やセミナー，報奨・研修旅行，国際会議，イベントなど

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例
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　左京区には，北山や岡崎をはじめとする文化的地区があり，
市民の寄付により建設された京都市動物園や京都市美術館，京
都最大のホールを持ち「文化の殿堂」として親しまれてきた京
都会館，国内に５つある国立美術館の一つである京都国立近代
美術館などがあり，併せて，各地域で文化・芸術の伝統や蓄積
が受け継がれてきました。それらの文化・芸術は，季節感を重
んじることで暮らしの中に溶け込み，区民はそれらの文化・芸
術を楽しんできました。とりわけ，自然と結びついた文化や食
の文化は，左京区の暮らしの中で育まれた文化です。このよう
に，左京区は文化的環境に恵まれた地域です。
　このような文化・芸術を楽しむこころを多くの区民が受け継
いでいくためにも，まずは区民が魅力を感じて文化・芸術に触
れるような仕組みを考えていく必要があります。
　また，自然と歴史を生かした，左京区ならではの新しい文化・
芸術の創造と発信が期待されています。

文化・芸術

鞍馬の火祭
　10/22　
由岐神社，
鞍馬街道

左
京
区
内
の
主
な
伝
統
行
事

鞍馬山
竹伐り会式
　６/20　
鞍馬寺
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文化・芸術を
楽しみましょう。

自然を文化・芸術に
生かしましょう。

文化・芸術を身近に感じら
れる機会を提供します。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

区内にある文化・芸術の施設を訪ね，文化・芸術を楽しみ
ましょう。
暮らしの中に息づいている文化を新しい視点で受け継いで
いきましょう。

区内の自然を文化・芸術に取り入れることのできる仕組み
づくりを進めましょう。
区民が左京区の文化を学ぶことのできる機会をつくりま
しょう。

文化・芸術に気軽に触れることのできる仕組みづくりを
進めます。
食文化やいけ花などの自然と結びついた文化を体感できる
機会を提供します。

いけ花，煎茶，能，狂言などの伝統文化をはじめとする文化・芸術に気軽に触
れ親しむ機会づくり

京都会館や京都市美術館，京都市動物園の再整備や，重要文化的景観
※

への選定に
向けた取組など，世界に冠たる文化・交流ゾーンとしての岡崎地域の活性化

京都府立植物園，京都コンサートホール，京都府立大学を中心とした北山文化
環境ゾーンの整備
※重要文化的景観： 日々の生活に根ざした身近な景観のうち重要なものとして文化財保護法に基

づいて選定されるもの

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例

文化・芸術を身近に感じら
れる機会を提供します。

文化・芸術に気軽に触れることのできる仕組みづくりを
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　左京区には，京都大学，京都工芸繊維大学，京都精
華大学，京都造形芸術大学，京都ノートルダム女子大
学，京都府立大学の６つの大学（大学院のみの大学を
除く）が集積していることから，「大学のまち・左京」
として，大学と地域の連携を積極的に行ってきました。
地域に入って熱心な活動を展開する大学の教員も多く，
大学と地域の結びつきはますます強くなっています。
　特に学生には，共に地域で活動する者として，研究
を通じて伝統行事に携わるなど，積極的に地域社会に
かかわりを広げていくことが期待されています。一方
で，生活者として自転車などの交通のマナーやごみ出
しなどの生活のマナーの向上も求められています。学
生の持つ柔軟な発想と若々しい力には左京のまちを大
きく変えていく可能性があり，大学と地域がうまく交
流していくことが重要です。

大学のまち

左
京
区
内
の
主
な
伝
統
行
事

修学院
題目踊・
紅葉音頭
　８/27　
修学院七町会館
広場

木瓜大明神
の剣鉾
10月第２
日曜日
今宮社
（吉田神社末社）

30



地域と大学との交流を
図りましょう。

大学の発想を生かした
まちづくりを進めましょう。

大学が連携できる仕組み
づくりを進めます。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

近くの大学に通っている学生や地域で暮らしている学生と
交流を図り，若い力でまちづくりを進めましょう。

学生は，生活や交通のマナーを守りましょう。

学生や研究者ならではの視点を生かし，地域の課題解決と
まちづくりを進めましょう。

学生の地域の行事への参加を促進しましょう。

区内の大学が連携し，左京区ならではの共同事業ができる
仕組みづくりを進めます。
地域と大学の協働によるまちづくりを支援するとともに，
更なる情報発信を行います。

大学の研究者と区民が一緒に区の特性等を考える講座等の開催や，区内の大学
と区役所から成る「大学のまち・左京」推進協議会を核にした一層の連携強化

地域行事への学生の参加をはじめ，大学と地域の協働によるまちづくりの支援

留学生や研究者が安心して学び，研究できる生活環境づくりへの支援

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例
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3ひとにやさしい
ぬくもりの
まちづくり
左京区で暮らすひと，学ぶ
ひと，働くひと，
そして左京区を訪れるすべ
てのひとにやさしい
ぬくもりが伝わるまちづく
りを進めます。

目標その３

2011

2021

　左京区においても高齢化に加えて少子化が進んでいます。
子どもは，自然や歴史・文化に恵まれた左京区の将来を担
っていくかけがえのない宝です。
　家族規模の縮小が進む中にあっては，子どもを地域全体
で見守り，育むように努めることが重要です。次代を担う
子どもに対して，安心・安全のまちづくりをどのように進
めるのかを長期的な視点から考える必要があります。
　特に，北部地域では子どもが極めて少ない状況ですが，
子育てに適した豊かな自然環境と整った教育施設がありま
す。中南部地域との交流も図りつつ，多くの子どもが自然
の中でのびのびと育つ，左京区ならではの子育て支援を進
めることが重要です。

子ども

すべてのひとが
互いを認め合い，
支え合う温かい
こころを持つ左京

10年後のすがた
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子どもを地域全体で
見守り，育てましょう。

子どもの安心・安全を
確保しましょう。

出産・育児や子どもの
学びを支援します。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

子どもを地域全体で見守るため，大人から進んであいさつ
や声かけをしましょう。
子どもや子育て環境について地域全体で考え，支え合う
ようにしましょう。
民生児童委員・主任児童委員

※

や社会福祉協議会などが中心となって実
施している地域の子育てサロンに参加するとともに協力しましょう。
※主任児童委員： 関係機関と児童委員との連絡調整や児童委員の活動に対する援助・協力を行う職

子どもの安心・安全を確保し，健康で健全な成長を支援
しましょう。
地域行事に子どもが参加する機会を増やし，子どもが地域
のことを学べるようにしましょう。

子どもが区内の施設に気軽に訪問し，興味を持って学べる仕組み
づくりや，子どもが自然に触れることのできる機会の提供を行います。
子どもを安心して生み，健やかに育てることができる環境
づくりを行います。

地域福祉推進委員会や子育て支援調整会議を核としたネットワークの推進によ
る子どもの健全育成，虐待防止
待機児童の解消，病児や病後児の保育，市民が互いに育児を助け合うファミリ
ーサポート事業の実施
子ども支援センターや地域子育て支援ステーションなどでの相談支援，子育て
支援活動いきいきセンター（つどいの広場）や児童館における子育て親子の交
流の場の提供，支援を必要とする子育て世帯へのヘルパーの派遣
北部地域での健康相談会，交流会等の子育て支援
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けた啓発
子どもを対象とした自然体験や環境学習の機会づくり

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例

見守り隊
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　高齢化の進展は，左京区も例外ではなく北部地域で
も中南部地域でも高齢化が進んでいます。区内の100
歳以上の高齢者数は京都市の区の中で最多という「長
寿区」であることも区の特性であり，高齢者をはじめ
とする区民が安心して暮らせる環境づくりが急務とな
っています。
　左京区に暮らしてきた高齢者の方は，左京区の豊か
な自然を守り育て，歴史や文化を継承・発展させてき
ました。将来を担う次の世代に伝え，導いていかなけ
ればならないことは数多くあります。
　そのためにも，まずは，高齢者の方が健やかに暮ら
し，いきいきと地域で活躍してもらう必要があります。
特に，一人暮らしの高齢者の方に対しては，地域の一
人ひとりと各種団体が協力して声かけや見回りをする
など，地域全体で顔の見える関係づくりを進めること
が重要です。

高齢者

大文字
送り火
　８/16　
大文字山

左
京
区
内
の
主
な
伝
統
行
事

鉄仙流
白川踊
　８/15　
北白川小学校
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みんなが安心して暮らせるよう，
高齢者を支え合いましょう。

地域で顔の見える関係
づくりを進めましょう。

高齢者が地域で活動
できるよう支援します。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

高齢者がすこやかに暮らし，安全に外出できるよう，地域
の支え合いを進めることにより，高齢者の家族をはじめ区
民みんなが安心して暮らせる地域づくりに努めましょう。
子どもとの交流を図るなど，高齢者の身近な地域活動への
参画を進めましょう。

高齢者が孤立しないよう，地域で顔の見える関係づくりを
進めましょう。
地域の伝統行事などをきっかけに，高齢世代と子どもの
世代をつないで交流を進めましょう。

交通バリアフリーなどを推進することにより，高齢者が安
全に外出でき，いきいきと地域で活動できるよう支援します。

地域福祉推進委員会や地域ケア連絡協議会を核としたネットワークの推進

知恵シルバーセンターやシルバー人材センターを通した高齢者の生きがいづくり

老人福祉センターや介護予防推進センターを中心とした介護予防の取組の推進

認知症あんしんサポーターの養成や「高齢者にやさしい店」の拡大等による高
齢者にやさしいまちづくりの推進

地域包括ケアシステムの充実など，必要なサービスを利用できる環境整備

地域包括支援センター，民生児童委員，老人福祉員等による高齢者への見守り
活動の実施

一人暮らし等のお年寄りへの目配りをしていただく一人暮らしお年寄り見守り
サポーターの養成

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例
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　障害のあるひともないひともいきいきと暮らすことので
きるまちづくりが重要です。左京区では，これまでから地
域で福祉に取り組む意識が受け継がれ，高齢者への支援と
並んで，障害のある方への支援についても積極的に行われ
ています。
　障害のあるひとが地域ですこやかに暮らしていくには，
社会福祉協議会や区内の福祉施設等と区役所が更に連携を
深め，地域の支え合いを進めていくことが重要です。

障害のあるひと

左
京
区
内
の
主
な
伝
統
行
事

花脊松上げ
　８/15　
山村都市
交流の森

広河原
松上げ
　８/24　
「下の町」
バス停前
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地域で福祉に取り組む意識
を受け継ぎましょう。

地域ですこやかに暮らせる
よう交流しましょう。

地域のネットワーク
づくりを推進します。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

地域で福祉に取り組む意識を受け継ぎ，障害の有無に
かかわらず，すこやかに暮らせるよう，地域の支え合いを
進めましょう。

社会福祉協議会を核としながら，区内にある福祉事業者等
が連携し，障害のあるひとがすこやかに地域で暮らせる
よう，お互いの交流を深めましょう。

地域のネットワークづくりを推進し，障害の有無に
かかわらず，地域での活動に参画できるよう支援します。

地域福祉推進委員会や障害者地域自立支援協議会を核としたネットワークの推進

お互いに認め合い支え合って暮らすまちづくりやユニバーサルデザインの推進

積極的な社会参加に向けた情報・コミュニケーション支援と相談支援の実施

障害者スポーツセンターを拠点としたスポーツやレクリエーション活動の推進

ヘルパー派遣などの在宅サービスや，グループホーム，ケアホームなどの居住
の場の充実

障害者相談員や発達相談員による相談支援の実施

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例
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　左京区は，区域が広大であり，地域が育んできた歴史や文化
は多彩です。地域での活動に対する区民のかかわり方や考え方
も地域によって大きく異なり，新しい住民が多い地域では，ま
ずはコミュニティづくりが課題となっているところもあります。
　左京区では，地域住民や学校，警察署，消防署等と連携しな
がら，すべての学区で安心安全ネットワークを構築し，安心・
安全のまちづくりを進めています。
　いずれの地域に住んでいても，地域の活動にかかわりたいと
考えている区民は大勢います。しかし，活動へのかかわり方が
分からずに参加できない場合もあるようです。その意味でも，
区民の力を地域の活動に生かしきれていないのが現状です。左
京区の特性を踏まえた，誰でも取り組めるような身近な活動を
展開し，その情報を積極的に提供していくことが重要です。

市民参加・生活安全

左
京
区
内
の
主
な
伝
統
行
事

広河原ヤッ
サ踊・ヤッサ
コサイ
　８/24　
観音堂

松ケ崎題目
踊・さし踊
　８/15,16　
涌泉寺
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地域活動への参加を
呼びかけましょう。

地域の団体との連携により，
地域活動の輪を広げましょう。

地域活動に関する
情報を発信します。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

地域コミュニティへの参加を呼びかけるとともに，若い
世代の人，転入してきた人，集合住宅に住む人も気軽に参
加できる工夫を考えましょう。
左京区の特性を踏まえ，誰でも取り組めるような身近な活動
を更に展開するとともに，地域での情報共有を進めましょう。

スポーツ，福祉，教育などの地域の活動の輪を更に広げま
しょう。
地域の連携を深め，防犯・交通事故防止・防災に取り組み
ましょう。

市民しんぶんやホームページでの地域活動等についての
情報を充実させるなど，活動をしたいと思っている人が
活動に加わり，活動の輪が広がるよう支援します。

ワークライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けた啓発（再掲）

いきいきと活動する地域コミュニティづくりに向けた支援

新左京区総合庁舎や，コミュニティセンターを転用した「いきいき市民活動セ
ンター」を拠点とした市民活動の推進

地域の安心・安全ネットワークの構築，充実への支援や市街灯の増設

犯罪被害者の総合相談窓口の設置や生活支援

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例
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　左京区は，区域が南北に長く，各地域の独自の生活
文化等が確立しているため，地域間での交流の機会が
少ないのが現状です。昔は，北部地域で産出した農産
物や木材等を中南部地域に届けるというかかわりがあ
りました。今後は，地域間の連携を深め，人や資源を
つないでいくことが重要であり，そうすることで子ど
もや高齢者等を支える仕組みづくりを進めていく必要
があります。
　また，左京区に何代にもわたり住んできた区民と，
新しく転居してきた区民が暮らしています。さらに，
「大学のまち」であることから，外国からの研究者や
留学生も多く暮らしており，外国籍市民の国籍は京都
市の中で最も多く、100か国を超えています。多くの
人が互いを尊重しながら，助け合い，きずなを深めて
いくことが重要です。

交流・共生

左
京
区
内
の
主
な
伝
統
行
事

松ケ崎妙法
送り火
　８/16　
松ケ崎東山，
西山

八瀬赦免地
踊り
体育の日
の前日
秋元神社（八瀬
天満宮境内内）
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互いを認め合い，交流を深
めましょう。

自由に交流できる平和な
まちづくりを進めましょう。

地域間の交流と情報の
共有を支援します。

区民
一人ひとりが
できること

区民と行政・事
業者・大学等が
協働ですること

行政（区役所・
市役所）が
すること

左京区に古くから住んでいる人，新しく転居してきた人，
外国から来た人など，左京区に住むすべての人がお互いを
認め合いながら，助け合い，交流を深めましょう。

互いの文化や考え方等の違いを認め，自由に交流できる
平和なまちづくりを進めましょう。
子どもや高齢者を含めてお互いを支える仕組みづくりを
進めましょう。

北部地域の施設との連携により，自然の魅力や課題等を
共有し，交流できる機会を提供します。
地域間の連携を深め，情報の共有ができるよう，広報の
充実を図ります。

区内に暮らす外国籍市民との文化交流を図ります。

地域間の交流に向けた情報発信

留学生と区民との交流の場づくりの支援

新左京区総合庁舎を拠点とした多様な区民が交流できる環境づくり

各種の表記の多言語化の推進など外国人への情報伝達の充実

互いの違いを認め合い，人権を尊重し合う習慣が根付いた社会に向けた啓発・
交流の推進

行
政
が
協
働
や
単
独
で
取
り
組
む
具
体
例
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野外活動施設
花背山の家

百井青少年村

国立京都国際
会館の拡充
国立京都国際
会館の拡充

岡崎地域の
活性化

岡崎地域の
活性化

一乗寺周辺一乗寺周辺
かもがわ
遊歩道
かもがわ
遊歩道

岡崎周辺

山村都市
交流の森

広河原 久多

花脊・別所

大原

市原野・静原

八瀬

上高野

修学院

鞍馬

修学院第二

吉田

北白川

浄楽

下鴨

葵

養正

養徳

錦林東山聖護院

岡崎川東
新洞

京都大学
周辺
京都大学
周辺

南部地域
～川東・吉田・岡崎・
　　聖護院・錦林東山・
　　浄楽・新洞～

北部地域
（花脊峠以南）
～八瀬・大原・静原・
　　市原野・鞍馬～

中部北地域
～上高野・松ケ崎・
　　岩倉北・岩倉明徳・
　　岩倉南～

中部南地域
～北白川・養正・
　　養徳・下鴨・葵・
　　修学院・修学院第二～

北部地域
（花脊峠以北）
～花脊・別所・
広河原・久多～

農林業の振興や，定住
促進に向けた休耕田等
での農業体験，市民農
園の整備，交通基盤の
整備や情報化の推進

農林業の振興や，定住
促進に向けた休耕田等
での農業体験，市民農
園の整備，交通基盤の
整備や情報化の推進

北部と中南部の
交流機会の創出
北部と中南部の
交流機会の創出

大原・静原・貴船・鞍馬，
一乗寺周辺，京都大学周
辺，哲学の道，岡崎周辺，
かもがわ遊歩道などの
ゾーン別観光の推進

大原・静原・貴船・鞍馬，
一乗寺周辺，京都大学周
辺，哲学の道，岡崎周辺，
かもがわ遊歩道などの
ゾーン別観光の推進

岩倉北・岩倉明徳・岩倉南

哲
学
の
道

哲
学
の
道

松ケ崎

北山文化環境
ゾーンの整備
北山文化環境
ゾーンの整備

左京区基本計画
第２期 地域別の目標
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各学区の人口等の状況
（国勢調査。ただし，平成22年は市速報値）

豊かな自然と伝統文化を守り，未来へ継承します。
　豊かな緑ときれいな水，伝統のある文化に恵ま
れた安らぎのある地域です。住民が互いに支え合
い，毎日を大切に過ごしています。中南部地域と
の交流を進め，定住者の増加を図りながら，美し
い自然環境，農林業，伝統文化を守り育て，未来
へ継承することを目指します。

北部地域（花脊峠以北）
 ～花脊・別所・広河原・久多～

幅広い世代が連携し，地域に活気をもたらします。
　自然環境や美しい景観が魅力的なこの地域では，
子どもから大人まで幅広い世代が連携し，積極的
に地域で活動しています。自然を守りながら，若
者や観光客にも地域の素晴らしさをアピールし，
できるだけ多くの新しい住民を迎えて活気があふ
れるまちづくりを進めていきます。

北部地域（花脊峠以南）
 ～八瀬・大原・静原・市原野・鞍馬～

住民と行政が協力しながら，ぬくもりのあるまち
づくりを進めます。
　四季折々の美しい自然の中，子どもからお年寄
りまでたくさんの人が暮らす地域です。文教施設
や福祉施設も多く，区民の交流拠点ともなる新左
京区総合庁舎などとも連携を深めながら，ぬくも
りのあるすこやかなまちづくりを進めます。

中部北地域
 ～上高野・松ケ崎・岩倉北・岩倉明徳・岩倉南～

誰もが気持ち良く行き交い，愛着を感じられるま
ちを目指します。
　美しい緑と豊かな文化に恵まれた，静かで生活
しやすい地域です。地域住民が協力し，誰もが気
持ち良く行き交える美しいまちづくり，伝統行事
の活性化などに取り組み，誰もが住み続けたいと
愛着を感じられるまちを目指します。

中部南地域
 ～北白川・養正・養徳・下鴨・葵・修学院・修学院第二～

訪れる人と交流を深め，共生できる関係をつくり
ます。
　有名な社寺や文化施設や学術施設などが集まり，
たくさんの観光客や学生が行き交う地域です。ま
ちを美しくし，地域の魅力を更に高めながら，地
域で暮らす人や訪れる人たちが積極的に触れ合い，
交流を深め，共生できる関係づくりを進めます。

南部地域
 ～川東・吉田・岡崎・聖護院・錦林東山・浄楽・新洞～

学区名 面積
（k㎡）

世帯数
（H22.10.1）

人　口 年齢３区分別人口
（H17.10.1）

H22.10.1 H17.10.1 増減 15歳未満 15～64歳 65歳以上

花　脊
別　所 39.280 126 283 332 △14.8％ 9.3％ 52.1％ 38.6％

広河原 26.253 47 108 116 △6.9％ 24.1％ 43.1％ 32.8％

久　多 34.215 51 100 117 △14.5％ 13.7％ 22.2％ 64.1％

北部地域
（花脊峠
以北）計

99.748 224 491 565 △13.1％ 13.3％ 44.1％ 42.7％

八　瀬 9.883 805 1,871 1,739 ＋7.6％ 12.0％ 67.5％ 20.5％

大　原 50.602 636 2,337 2,526 △7.5％ 6.2％ 52.0％ 41.8％

静　原
市原野 16.224 2,460 6,458 6,563 △1.6％ 12.8％ 65.0％ 21.0％

鞍　馬 24.334 217 594 712 △16.6％ 9.6％ 62.2％ 28.2％

北部地域
（花脊峠
以南）計

101.043 4,118 11,260 11,540 △2.4％ 11.0％ 62.4％ 25.9％

上高野 2.429 2,986 7,060 7,093 △0.5％ 14.0％ 66.5％ 18.7％

松ケ崎 2.444 4,172 8,318 8,322 △0.0％ 12.2％ 68.7％ 16.6％

岩倉北
岩倉明徳
岩倉南

14.018 10,742 27,132 25,483 ＋6.5％ 14.5％ 65.4％ 19.1％

中部北
地域計 18.891 17,900 42,510 40,898 ＋3.9％ 13.9％ 66.3％ 18.5％

北白川 5.731 5,818 10,456 10,779 △3.0％ 8.7％ 69.3％ 20.7％

養　正 0.630 4,901 7,854 7,694 ＋2.1％ 5.8％ 72.6％ 20.7％

養　徳 0.925 8,294 14,938 15,252 △2.1％ 8.7％ 75.3％ 15.9％

下　鴨 0.926 3,671 8,288 8,445 △1.9％ 10.4％ 65.4％ 23.6％

葵 1.618 5,387 11,334 11,659 △2.8％ 9.9％ 63.9％ 24.7％

修学院 7.456 7,371 15,898 16,597 △4.2％ 11.7％ 66.8％ 20.5％

修学院第二 0.668 5,950 10,439 9,884 ＋5.6％ 9.6％ 73.5％ 15.6％

中部南
地域計 17.954 41,392 79,207 80,310 △1.4％ 9.5％ 69.6％ 20.0％

川　東 0.189 1,357 2,809 2,935 △4.3％ 8.1％ 74.0％ 16.8％

吉　田 0.998 4,990 9,095 9,009 ＋1.0％ 8.5％ 70.5％ 20.4％

岡　崎 1.036 2,821 5,737 5,936 △3.4％ 9.6％ 65.3％ 25.0％

聖護院 0.443 2,374 4,108 4,318 △4.9％ 8.5％ 71.1％ 19.2％

錦林東山 4.411 1,742 3,638 3,642 △0.1％ 7.4％ 61.2％ 30.1％

浄　楽 1.880 3,604 7,085 7,434 △4.7％ 8.6％ 67.0％ 23.5％

新　洞 0.287 1,727 2,970 3,000 △1.0％ 7.6％ 64.2％ 25.1％

南部
地域計 9.244 18,615 35,442 36,274 △2.3％ 8.5％ 67.9％ 22.7％

左京区合計 246.880 82,249 168,910 169,587 △0.4％ 10.5％ 67.8％ 20.7％
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　計画を策定するに当たっては，左京区の将来について区民の皆様と共に考え，いっしょに計画を作り上げていくため，「左
京区の未来をつくる区民会議」を設置しました。同会議は，市政協力委員連絡協議会会長及び自治連合会会長等で構成する
「左京区住民円卓会議」と，学識経験者や地域で活動されている方等で構成する「次代の左京まちづくり会議」からなって
います。また，広く区民の皆様から意見をいただくため，アンケート，意見募集やシンポジウムを実施しました。

左京区基本計画
第２期

左京区基本計画
第２期

計画策定の経過

　左京区住民円卓会議は，平成20年12月３日に
第１回の会議を開催し，南部，中部南，中部北，
北部（花脊峠以南），北部（花脊峠以北）の５グ
ループに分かれて，それぞれの地域の視点から意
見交換を行いました。
　左京区の現状や特色，10年後に残したいこと，
まちづくりの自主的な取組などをテーマに，日頃
の思いや目標を話し合い，互いに発表することで
各地域の課題などを共有しました。

　次代の左京まちづくり会議は，学識経験者や地
域で活動されている方等の16名で構成する計画
の策定委員会です。平成21年６月30日に第１回
を開催し，以来，主に，左京区の魅力と課題やま
ちづくりの取組指針について協議してきました。
　左京区住民円卓会議との連携を図るため，第３
回左京区住民円卓会議に次代の左京まちづくり会
議委員が，第６回次代の左京まちづくり会議に北
部地域（花背峠以北）の左京区住民円卓会議委員
が参画しました。また，第８回次代の左京まちづ
くり会議は，第４回左京区住民円卓会議と合同で
開催しました。

▼第１回（平成21年６月30日）
　　・次代の左京まちづくり会議の設置について
　　・左京区基本計画（第２期）の策定について
▼第２回（平成21年11月10日）

　　・左京区の魅力，課題

▼第１回（平成20年12月３日）
　　・まちの現状を把握しよう
　　・まちの特色や個性を考えよう
▼第２回（平成21年２月10日）
　　・10年後に残したい，このまちの宝
　　・10年後に向けて，わたしたちができること
▼第３回（平成21年11月26日）
　　・まちづくりの自主的な取組を考えよう
▼第４回（平成23年１月12日）
　　・ 左京区基本計画（第２期）最終案及び愛称

について

　　・左京区のまちづくりの取組指針
▼第３回（平成22年１月19日）
　　・左京区基本計画（第２期）素案について
▼第４回（平成22年３月15日）
　　・ 左京区基本計画（第２期）素案（修正案）

について
▼第５回（平成22年６月16日）
　　・ 左京区基本計画（第２期）素案の意見募集

について
▼第６回（平成22年９月14日）
　　・左京区基本計画（第２期）案の検討について
▼第７回（平成22年10月22日）
　　・左京区基本計画（第２期）案（修正案）について
　　・ 左京区基本計画（第２期）案の意見募集及

び愛称募集について
▼第８回（平成23年１月12日）
　　・ 左京区基本計画（第２期）最終案及び愛称

について

１

２

左京区の未来をつくる区民会議「左京区住民円卓会議」

左京区の未来をつくる区民会議「次代の左京まちづくり会議」

左京区の未来をつくる区民会議

左京区基本計画
（第２期）

左京区住民円卓会議

計画素案の作成に向けたアンケート シンポジウムの開催計画素案への意見募集，
計画案への意見募集，

愛称の募集
左京区行政推進会議，区役所経営会議，

職員プロジェクトチーム等

地域別の
意見交換

市政協力委員連絡協議会
会長28名と

自治連合会会長等28名

次代の左京まちづくり会議
分野別の
意見交換

学識者や地域で
活動されている方

16名

意見 策定
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　左京区では，計画の推進に向けて，計画に掲げたまちづくりの取組指針や取組内容を着実に実施し，目標の実現を目指します。

左京区基本計画
第２期 計画の推進に向けて

「次代の左京まちづくり会議」委員名簿 （敬称略・50音順）

　「左京はあとふるプラン」（左京区基本計画（第２期））は，これまでの計画のように，市や区が実施す
る事業だけではなく，区民の皆様一人ひとりが心がけていただきたいことや，区民の皆様と行政・事業者・
大学等が協働で実施する取組項目を掲げています。

　左京区では，10年を計画期間とするこの計画を着実に推進するため，年度毎の取組目標を掲げた左京
区運営方針を策定します。運営方針では，その年度の社会状況や新たな課題等も踏まえながら，年度毎の
区行政運営の基本方針と重点施策，重点事業を掲げています。
　この運営方針を区民の皆様や関係行政機関とも共有しながら，計画の推進を図ります。

　計画の進ちょく状況の管理については，次代の左京まちづくり会議において，基本計画や運営方針に掲
げられた取組についての報告を受けて，進ちょく状況について審議するとともに，次年度の運営方針に位
置付ける取組等についても議論します。

　広く区民の皆様から意見をいただくため，計画
素案作成に向けたアンケートや計画素案への意見
募集を実施しました。また，計画案への意見募集
や区民の皆様と共に計画を考える機会として，シ
ンポジウムを開催しました。

▼計画素案作成に向けたアンケート
　　・募集期間 ･･･ 平成20年12月15日～平成21年

１月15日
　　・回答数 ･･････353人

氏　名 役職・職業等
　上野み代子 左京女性連絡協議会会長
　太田ひとみ 岡崎中学校PTA会長
　大西　義男 上高野学区市政協力委員連絡協議会会長
　黒松　文子 松ケ崎民生児童委員協議会会長
　笹岡　隆甫 未生流笹岡次期家元
　朱　　暁凡 公募委員・京都大学大学院法学研究科学生
　鈴鹿可奈子 株式会社聖護院八ツ橋総本店取締役経営企画室長
　土井　健資 株式会社土井志ば漬本舗代表取締役社長

▼計画素案への意見募集
　　・募集期間 ･･･平成22年７月１日～７月31日
　　・回答数 ･･････74人（232件）
▼計画案への意見募集及び愛称募集
　　・募集期間 ･･･平成22年11月１日～11月30日
　　・回答数 ･･････37人（114件）
▼左京区基本計画（第２期）を考えるシンポジウム

　　・日時 ･････････平成22年11月16日
　　・会場 ･････････京都市国際交流会館イベントホール

氏　名 役職・職業等
　中野　三郎 花脊自治振興会会長
　那須　　將 公募委員・京都大学農学部森林科学科学生
　長谷川綉二 ボーイスカウト北星地区協議会会長
○深町加津枝 京都大学大学院地球環境学堂准教授
　藤井　照源 新洞社会福祉協議会会長
　水口　小園 煎茶道方円流家元嗣
◎宗田　好史 京都府立大学生命環境学部准教授
　山内　 清 左京区長
 〔◎は座長，○は副座長〕

１

２

３

３

区民と行政・事業者・大学等との協働による取組

左京区運営方針による取組の推進

計画の進ちょく状況の管理

計画策定に向けた意見募集等
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